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公益社団法人福岡県看護協会選挙及び選挙管理委員

会に関する規程 
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第１章 総則 

(目的) 

第１条 この規程は、公益社団法人福岡県看護協会

（以下、「本会」という。）定款細則第１１条により、

選挙に必要な事項を定める。 

 

(選挙の倫理) 

第２条 選挙は、看護職の倫理を尊重し、看護職の名

誉と品位を保持して、この規程を誠実に遵守し、厳

正に施行されなければならない。 

 

（適用範囲） 

第３条 この規程は、本会の役員、推薦委員（以下、

「役員等」という。）の選挙に適用する。 

２ 本会の代議員（以下、「本会代議員」又は単に「代

議員」という。）並びに日本看護協会（以下、「日看

協」という。）代議員及び予備代議員（以下、日看協

代議員と予備代議員を併せて「日看協代議員等」と

いう。）の選挙に関することは、別に定める。 

 

第２章 選挙管理委員会 

(選挙事務の管理) 

第４条 選挙に関する事務は、選挙管理委員会が管理

する。ただし、総会における選挙執行時は議長の指

揮下に入る。 

２ 選挙管理委員会は、本会の総務部に選挙管理委員

会事務局（以下、「事務局」という。）を置く。 

３ 選挙管理委員長は、事務局長及び担当職員を指名

することができる。 

４ 事務局は、選挙管理委員長の指揮命令に基づき、

事務を行う。 

 

（事務局） 

第５条 事務局については別に定める。 

 

(選挙管理委員会の組織等) 

第６条 選挙管理委員会は、定款細則第９条によって

選出される委員１４人をもって構成し、そのうち１

人を委員長、１人を副委員長とする。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選による。 

３ 選挙管理委員の任期は、選出された総会終結の翌

日から次年度総会終結の時までとし、再任を妨げな

い。 

４ 前項の規定にかかわらず、委員が引き続き就任す

るときは、選任後６年以内に終了する事業年度のう

ち、最終のものに関する通常総会の終結の時を超え

て就任することができない。 

５ 任期の途中で委員が辞任し、欠員が生じたときは、

当該委員が選出された地区支部から欠員を補うこ

とができるものとする。 

 

(選挙管理委員会の任務) 

第７条 選挙管理委員会は、選挙が公明かつ適正に行

われるよう、次の事項を担う。 

（1）選挙に関する公示 

（2）立候補又は候補者辞退の届出の受理 

（3）推薦委員会からの役員等並びに日看協代議員等

の推薦候補者名簿の受理 

（4）地区支部からの本会代議員の推薦候補者名簿の

受理 

（5）立候補者及び推薦候補者の発表 

（6）選挙運動の監督 

（7）投票及び開票の管理 

（8）その他選挙事務の管理に必要と認めた事項 

 

(選挙の公示) 

第８条 選挙管理委員会は、選挙の３カ月前までに、

次の事項を正会員に公示するものとする。ただし、

役員の辞任その他緊急やむを得ない事由のあると

きは、定款細則に定める役員等並びに日看協代議員

等の立候補の締め切り２週間前までに追加の役員

等並びに日看協代議員等の公示を行うことができ

るものとする。 

（1）選挙する役職名等及び定数 

（2）選挙期日及び場所 

（3）立候補の届け出期間 

（4）その他必要と認めた事項 

２ 前項の規定にかかわらず、本会代議員の選挙の公

示は別に定める。 

３ 選挙の公示は、機関紙又は電磁的方法（ホームペ

ージ）によってこれを行う。 

 

(選挙公報) 

第８条の２ 選挙管理委員会は、定款第２０条第１項

に定める候補者の氏名、年齢、勤務先、日看協及び

本会の活動歴並びに立候補者又は推薦委員会の推

薦候補者について記載するほか、推薦候補者及び立
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候補者が選挙管理委員会の定めるところにより提

出した掲載文を、総会の３０日前までに本会のホー

ムページに掲載する。また、同様の内容を総会要綱

に掲載する。 

２ 前項の掲載文は、会長候補者及び副会長候補者に

ついては８００字以内、その他の候補者については

２００字以内とし、選挙管理委員会は原文のまま掲

載しなければならない。ただし、定められた字数を

超えるときは、超える部分は掲載しない。 

 

第３章 選挙運動 

(選挙運動の期間) 

第８条の３ 役員等の選挙運動の期間は、候補者の公

示の日から総会の前日までとする。 

 

(理事会の選挙運動の禁止) 

第８条の４ 理事会は、役員等の選挙において、会合

の主催及びその他の選挙運動をしてはならない。 

 

(選挙運動の禁止事項) 

第８条の５ 役員等の候補者及びその他の会員は、選

挙運動として次の行為をしてはならない。また、会

員以外の者にこれをさせてはならない。 

（1）第８条の３に定める期間外に選挙運動をするこ

と 

（2）第８条の２に定めるもののほか、電磁的方法によ

る選挙運動及びはがき、ポスターその他の文書によ

る選挙運動をすること 

（3）会員の自宅又は勤務先を個別訪問すること 

（4）新聞、雑誌その他の出版物に候補者に関する記事

又は広告を掲載すること 

（5）利益を授受すること又はその約束をすること 

（6）供応をすること又はこれを受けること 

（7）電話又は電報により投票を依頼すること 

（8）投票のため乗り物や諸費用を提供すること 

（9）候補者を誹謗し、その他不正な手段で他人の当選

を妨げること 

（10）選挙運動としての演説会をすること 

２ 選挙管理委員会は、前項の行為が行われたと判断

した場合には、当該行為の中止勧告等を行い、当該

事実を公表するものとする。 

 

(選挙管理委員の選挙運動への関与の禁止) 

第９条 選挙管理委員は、役員等、本会代議員並びに

日看協代議員等の選挙運動に関与することができ

ない。 

 

第４章 役員等の選挙 

(開票立会人) 

第９条の２ 会長は、役員等選挙において、予め正会

員の中から開票立会人を２名選出し、開票に立ち会

わせることができる。ただし、代議員及び被選挙人

は開票立会人になることができない。 

２ 開票立会人は、開票に立ち会い、不正のないよう

監視する。 

 

(投票及び開票の管理) 

第10条 選挙管理委員は、役員等の選挙について、第

７条第７号の投票及び開票の管理事務として、次の

ことを行う。 

（1）議長より出席代議員数の報告を受け、議長を除く

出席代議員に投票用紙を配付する。 

（2）投票開始前に投票箱を点検し、不正がないことを

２人以上の出席代議員に確認させ、投票場に適宜配

置する。 

（3）投票に立ち会い、不正のないよう監視する。 

（4）投票終了後、投票もれのないことを確認し、投票

箱をその場で封印して所定の場所に保管する。 

（5）開票を次により行う。開票にあたっては、前条に

規定する開票立会人が立ち会う。 

イ 選挙管理委員長の許可ある者以外は、開票場へ

の立ち入りを禁止する。 

ロ 投票総数を確認する。 

ハ 有効投票と無効投票を分類する。 

ニ 投票を集計する。 

ホ 集計後の投票用紙は、集計種目別に２年間保管

しておく。 

（6）選挙管理委員長は、集計結果を一覧にして議長に

提出する。 

（7）選挙の経過を記録した選挙録を作成し、議長に提

出する。なお、選挙録には選挙管理委員、議長及び

前条に定める開票立会人が署名又は記名押印しな

ければならない。 

２ 前項の事務は、選挙管理委員長を除く委員の中か

ら、４名から７名程度を互選によって選出し、これ

にあたるものとする。 

 

(投票時間) 

第 11 条 選挙管理委員会は、投票の開始及び終了の

時刻を定める。 

 

(投票形式) 

第12条 投票は、記号を用い、無記名で行う。 

 

(投票用紙の記載及び投函) 

第13条 議長を除く出席代議員は、定款細則第７条、

第８条の定めにより、候補者の中から役員等を選び、

それぞれの改選定数ごとに指定の記号をつけ、これ
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を投票箱に投函しなければならない。 

 

(選挙の成立) 

第 14 条 投票されたもののうち半数以上が有効投票

でなければ選挙は成立しない。 

 

(無効投票) 

第15条 次の投票は無効とする。 

（1）「公益社団法人福岡県看護協会印」の捺印がある

所定の用紙以外の用紙を使用したもの。 

（2）改選定数を超えて記号を記載したもの。 

（3）指定の記号以外の記号を記載したもの。 

 

(無効投票がある場合の他の投票の効力) 

第 16 条 記号の数が改選定数に満たない場合は、そ

の数を有効とする。 

２ 前条第３号は、指定の記号で記載したものについ

ては有効とする。 

 

(当選人の決定) 

第 17 条 選挙管理委員長から開票結果の報告を受け

た議長は、役員等の当選人を決定し、速やかに会長

及び議場の出席代議員に報告しなければならない。 

２ 役員等の当選人の決定は、次により行う。 

（1）有効投票の最多数を得た者から順次改選定数ま

での者を当選人とする。 

（2）得票同数者の中から当選人を決定する場合は、議

長が抽選で決める。 

（3）候補者の数が改選定数と同数の場合は、信任投票

とし、出席代議員の過半数の支持を得た者を当選人

とする。 

 

(異議の申し立て) 

第 18 条 出席代議員は、役員等の選挙に関して異議

申し立てを行うことができる。 

２ 異議申し立ては、開票日より５日以内とする。 

３ 異議申し立ては、理事会に対し、文書によって提

起しなければならない。 

４ 裁定は、受理した日から３０日以内に行わなけれ

ばならない。 

 

(選挙における議長の任務) 

第 19 条 議長は、総会における役員等の選挙開始の

宣言に先立ち、出席代議員数を確認しなければなら

ない。確認後、出席代議員の入退席は禁止する。た

だし、申し出により退席する場合はこの限りではな

い。 

２ 議長は、総会における役員等の選挙にかかる投票

前に、前項の出席代議員数を選挙管理委員長に報告

しなければならない。 

３ 議長は、総会において、日看協代議員等の選挙に

かかる投票結果を選挙管理委員長に報告させなけ

ればならない。 

 

(選挙結果の公示) 

第 20 条 会長は、当該選挙の結果を遅滞なく公示し

なければならない。 

 

第５章 雑則 

（補則） 

第 21 条 この規程に定めるもののほか、この規程の

施行に関し必要な事項は、他の規程に定めがあるも

のを除き、選挙管理委員会又は事務局が別に定める。 

 

（規程の改廃） 

第 22 条 この規程の改廃は、選挙管理委員会の議決

を経て行い、その結果を理事会に報告するものとす

る。 

２ 前項にかかわらず、別に定めのある場合は、当該

規定の改廃に準ずる。 

 

附則 

１ この規程は、公益社団法人福岡県看護協会の設立

の登記の日から施行する。 

 

附則 

１ この改正規程は、平成２４年度通常総会で定款改

正承認後から施行する。 

 

附則 

１ この改正規程は、平成２７年１月８日から施行す

る。 

  

附則 

 (施行期日) 

１ この改正規程は、平成２９年９月７日から施行す

る。 

(経過措置) 

２ 平成３０年度総会において活動するために増員

された選挙管理委員は、公益社団法人福岡県看護協

会細則第９条に定める平成２９年度総会議長によ

り選挙管理委員に定められたものとみなす。 

 

附則 

１ この改正規程は、令和元年１２月４日から施行す

る。 

 

附則 
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１ この改正規程は、令和２年５月１日から施行する。 

 

附則 

１ この改正規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

附則 

（施行期日） 

１ この改正規程は、令和４年１２月７日に施行する。

ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定め

る日から施行する。 

一 本会代議員の選挙に関する事項（第７条第１項第

４号、第９条第１項（ただし、本会代議員の部分に

限る）） 最初の代議員選挙を行う年に開催される

通常総会の日の翌日 

二 本会代議員による総会での選挙に関する事項（第

１０条各項（ただし、同条第５号ホを除く）、第１３

条、第１７条から第１９条（ただし、第１９条第３

項を除く）） 最初の代議員選挙を行う年に開催さ

れる通常総会の日の翌日 

三 選挙管理委員に関する事項（第６条第１項、第６

条第３項の削除）及び規程の改廃（第２２条） 最

初の代議員選挙を行う年に開催される通常総会の

日の翌日 

（経過措置） 

２ 第６条第５項の地区支部は、前項３号の施行日ま

で、職能委員会又は地区支部と読み替えて施行する。 

３ 第１項ただし書３号の規定に関わらず、本改正規

程施行前に就任した選挙管理委員については、改正

前第６条第４項で定める任期終了の日まで、なお従

前のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


